
【大牟田市】「ケアプランデータ連携システムの導入意向調査について」回答結果（R7.12月）

調査項目 回答 備考
〇調査対象法人数　 約130法人
〇回答法人数　 37法人

〇導入済み又は導入予定あり 20法人

〇導入を予定していない 17法人

「ケアプランデータ連携システム」について、法人内での導入状況を教えてください。

調査期間：令和7年10月21日～令和7年11月18日（25日間）
※調査期間終了後2法人より回答あり

※導入済み法人はＷＡＭＮＥＴ「ケアプランデータ連携システム利用状況」より確認（11月4日現
在）

※回答法人数は別添グラフと異なる場合があります。

〇導入の予定時期

導入済み　6法人
Ｒ7年度中　5法人
Ｒ8年度中　5法人
未定　4法人

〇導入しない理由

コストが高い　14法人
取り組む必要はない　3法人
ソフトが対応していない　1法人
その他　7法人

１．「導入済」または

「導入を予定してい

る」介護サービスがあ

２．「導入を予定して

いない」介護サービス

がある



「導入済」または「導入を予定している」と回答した介護サービスを選択してください。

「導入済」または「導入を予定している」について、導入の予定時期を選択してください



「導入を予定していない」と回答した介護サービスを選択してください。

「導入を予定していない」と回答した理由を選択してください。

１．介護ソフトが対応

していない

３．取り組む必要はな

いと思っている

２．コストが高い

４．その他



ケアプランデータ連携システムの導入を予定していない理由

業務効率化に取り組んでいる法人の具体的内容

業務効率化について、取り組みたい具体的内容

・ICT等

・法人内で検討がまだなされてない
・全ての事業者が導入しないと、相手先により事務作業が二重になり業務効率化には繋がらないとの意見がありました。
・今の所、紙請求で請求をしているため
・大牟田近辺では他事業所の登録が少なく、現段階では利便性が低い。同法人内の久留米ケアプランのみ導入中。

・小規模多機能は外部とのやり取りが福祉用具位と限定されるため費用対効果を期待できない。
・短期入所生活介護は利用者の数が少ない事業所にとって費用対効果の期待が出来ない。
・利用してみて検討する予定。
・現時点で内容をよく理解していないため。
・いずれ導入する方向と思いますが、今のところ支障がないため。

・ICT導入によるペーパーレス化、業務効率化などに取り組んでいます。
・タブレット端末導入
・特定の事業所間でのデータ連携システムの使用や、フォーマットの改善、ペーパーレス化の取り組み等
・自社で利用しているソフトで他事業所との連携をしている

・記録をタブレットにして経費削減と時間の削減に取り組みたい。

・利用者負担分の請求電子化、利用者服薬管理システム

・見守りカメラ・センサー機器の導入 ・介護記録ソフト 上記システムを令和４年度より導入している
・電子カルテ、訪問看護システムの導入
・生産性向上委員会を立ち上げ、現場の課題の見える化を実施し、PDCAサイクルを回している。
・業務の見直しや整理整頓の実施。関連施設の協力等
・業務の見直しと整理整頓を行い職場環境の改善を図っている。委員会の設立で関連施設との協力など
・業務の見直し、整理整頓、関連施設との協力等
・介護職員の業務負担軽減のためインカム、介護ロボット、見守り機器等導入
・ACT機器導入
・紙媒体の削減、現在のソフトでのデータ連携
・ケアプランデータ連携システムは、3年前から導入しています。データ連携導入されている居宅様との連携が取りやすいです。
・メーカー等のやり取りは、ペーパーレス化を行なっている。

・ソフトが対応していない
・コスト面
・取り組む必要がない

・メールや、各種ネットサービスを利用しての情報のやり取り

・記録を効率化できるものや介護ロボットなど
・提供票等の介護支援専門員との情報共有
・音声入力　プラウドノート等の導入での会議録他の効率化
・AIの活用
・居宅介護支援事業の継続が確実であれば、取り組む必要があると考える。
・ICT等
・ケアプランデータ連携システム、ICT活用による記録や連携体制の業務改善
・現在検討中
・総合事業webの活用
・訪問介護員の提供実施記録の記入をスマートフォンでの入力へ移行を検討



業務効率化の実施状況について、その他と回答したものの内容

「ケアプランデータ連携システム」や「業務効率化」に関する運用や導入についての質問や意見等

・現在は無料だが将来的には有料となる事がネック。また、情報連携は、現在利用中のソフトのほうが使い勝手が良い。慣れたシステムでデータ連携を、既に行っているのに、
それに加えて新たなシステムを導入(しかも有料となる)するメリットが見受けられない。

・ケアプラン連携システムの有用性は理解できるが、小規模な事業所は費用対効果は少ない。業務効率化はDXやシステムを入れると効率化するわけではない。
・無償であればケアプランデータ連携システムもすぐにでも導入したいとは考えています。その他、業務効率化が可能な手段や手法があれば興味があります。

・小規模事業所でお金のかかる事が多い。

・日々の利用者の記録はタブレットを利用して一元化しているが、職員も高齢者が殆どをしめている為、なかなか業務全部をタブレット入力は難しい
・情報伝達のict化
・電話が利用者からの場合、パソコンにより、利用者の情報がすぐわかるようにと、時間外でもパソコンに記録が残るようにしている。

・取り組みたいが、大牟田市内の事業所では、導入されていないと聞く事が多い
・取り組みたいとは思っているが、何も検討なされてない
・検討していく予定
・費用対効果に見合ってるのか検討中。

・R7年度末までが理想ですが、R8年度になるかと思います。
・他事業所の導入、運用状況がわかるものが欲しいです。
・他事業所の登録が増えれば、活用したいと会社全体では考えているが、現状では登録に至っていない。

・導入にあたり年会費が発生する中で、当法人の導入では意味がないものとなってしまう。他法人の参加があって初めて業務効率となり得る為、他法人が一同に導入となるよう
に働きかけてほしい。

・小規模の事業所はシステム導入にお金のかかる事が多い。
・小規模事業所は、システムを導入などお金がかかることが多い


